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第４章 ヒアリング調査

Ⅰ 調査結果まとめ

 今回のヒアリング調査を通じて、信頼関係の構築、講習会の充実、支え合い活動であることを重視

するなど、すべてのセンターに共通する内容が浮かび上がる一方で、広報活動、活動場所のあり方、

他機関との連携の状況などについては、多様なかたちが日々の運営のなかで築かれていることが明ら

かになった。そして、実施主体と実施される地域の特性に応じ、各々のセンターで日々築かれていく

内容の多様さは、ファミサポ事業の特徴であると考えられる。

また、各センターの実態を捉える際には、実施主体が持つリソースやセンターを取り巻く地域社会

のエコシステムのなかで捉えていく必要性がうかがえた。今回のヒアリング調査では、市区町村の直

営をはじめ、ボランタリーな活動から立ち上がった NPO 法人、社会的養護に関わる社会福祉法人、

保育所を運営する社会福祉法人、地域コミュニティと密接に関わる社会福祉協議会など、それぞれ異

なる実施主体にお話しをお伺いした。その結果、各々のセンターのアドバイザーは実施主体が持つリ

ソースを最大限に生かしながら、なおかつ地域社会を舞台に、日々コーディネートを展開している実

態が浮かび上がった。このような実態は、会員数、活動数、活動内容などのみに着目して捉えていて

は見過ごしてしまう部分であり、ファミサポ事業の今後を検討していく際には留意が必要であると考

えられる。

１ 提供会員の確保について

 今回のヒアリング調査では、提供会員が増えている、提供会員より依頼会員が多い、提供会員の稼

働率が増加しているなど、提供会員数の動向に特徴のあるセンターにお話しをお伺いした。一方で、

いずれのセンターにおいても、提供会員の「数」を意識した工夫というよりも、提供会員の活動に対

する理解や、実際の活動状況を確認しながら提供会員の「質」を意識した工夫が行われていた。この

ような状況からは、提供会員の確保について検討していく際には、提供会員の数のみでなくその内実

に着目する必要性があると考えられる。

具体的な広報活動では、市区町村単位の広域の層に対する働きかけ（広報誌への掲載、チラシの工

夫、SNS の活用など）とともに、より身近な層に働きかける工夫（人を介した紹介、自治会の集まり

での周知、ボランティアセンター職員からの紹介、依頼会員へ提供会員の登録を促すなど）が行われ

ていた。とりわけ、身近な層に働きかける工夫は、センターのある市区町村の地域特性や実施主体が

持つリソースが反映され多様であった。

 また、多くのセンターで行われていた工夫として、提供会員の登録後、実際の活動につなげるため

のアプローチがある。モチベーションの低下が生じないよう間を置かずに活動の依頼を行う、休眠状

態の会員に対する電話での現状確認のほか、活動に不安を感じる会員に実際に活動を見学していただ

く、公共の場所での預かりを体験していただくなどのスモールステップを設ける工夫が行われており、

効果がうかがえた。

 さらに、提供会員の講習会についても工夫が行われていた。講習会の内容を魅力あるものに充実さ

せる、スタンプカードにより達成感を得られる仕掛けのほか、託児付きの実施や開催曜日・時間の検

討、近隣市町と連携することで不足分の講座を補うなど、受講しやすい環境づくりがさまざまな形で
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ヨみられていた。このような講習会の工夫は、₯ᅾ的な提供会員の確保につながっている様Ꮚである。

㸰 ᶵ㛵との㐃ᦠについて

 今回のヒアリング調査では、行ᨻとの連携、ࡤࢁࡦ（地域Ꮚ育て支ᣐⅬ事業）との連携について

特徴のあるセンターにお話しをお伺いした。 

 行ᨻとの連携について、」合的なᅔ㞴をᢪえるᐙᗞに対し、社会福祉協議会が運営するセンター、

行ᨻ、ᑠ学ᰯ、Ẹ生ጤ員・児❺ጤ員が連携しサポートを行う事からは、社会福祉協議会と行ᨻの関

係をᅵ台に、地域の関係機関も巻き㎸みながら生活支が行われている実態が明らかになった。また、

Ꮚ育てグループから立ち上げられた NPO 法人が運営するセンターでは、行ᨻや関係機関からᅔ㞴を

ᢪえるᐙᗞ（⏘後うつ、保護⪅やᏊどもの㞀がいなど）の会員登録依頼が多く、保ᖌとともに会員

登録やその後の見Ᏺりを行う様Ꮚが明らかになった。このような実態からは、ᅔ㞴をᢪえるᐙᗞを地

域で支する体ไの一つにファミサポ事業が⤌み㎸まれている様Ꮚがうかがえ、とりわけそのなかに

おいて行ᨻや関係機関との連携が重視されていることが分かる。 

ࡤࢁࡦとの連携については、社会的養護に関わる社会福祉法人が、ファミサポ事業とともにࡤࢁࡦ 

事業を運営するセンターにお話しをお伺いした。「ᡭをᕪしఙべられるいやすいファミサポにした

い」といういから、ファミサポ事業のᙅみ（ニーࢬᢕᥱとⓎ信力）をࡤࢁࡦ事業のᙉみが補ってい

る様Ꮚがうかがえた。また、その⫼ᬒには、ࡤࢁࡦスタッフがセンターをවົしていることやミーテ

ィングを通じた意ᛮ通などの工夫があった。

 そのほか、センターが他機関や他事業と連携するにあたり、ձ報共᭷の⠊ᅖと方法、ղ関係機関

のファミサポ事業に対する理解が、共通のㄢ㢟として生じていることが明らかになったⅬは重要であ

る。ձ報共᭷の⠊ᅖと方法については、すべてのセンターにおいて、他機関や他事業とどこまで、

どのように報共᭷を行っていくべきかᶍ⣴しながら㐍められている状況であった。ղ関係機関のフ

ァミサポ事業に対する理解については、行ᨻや関係機関においてファミサポ事業の活動内容や特質の

理解不足があり、連携する際の㞀ቨになっている状況があった。一方、センターによっては、ᐙᗞ児

❺┦ㄯ所職員、保ᖌ、ຓ⏘ᖌ、保育ᅬ㛗、㉥ちࢇࡷゼၥ員などの関係⪅に対しファミサポ事業の紹

介をヨみたとこࢁ、理解が῝まりᅔ㞴な依頼がῶᑡするというエࣆソードが紹介された。このように、

関係⪅の理解は連携に不ྍḞな要⣲であると考えられる。

㸱 会員の≧ἣについて

 今回のヒアリング調査では、提供会員、依頼会員、୧方会員に、ヲしくお話をお伺いした。 

 提供会員となったきっかけとしては、身近な人（人、実Ꮚ、実Ꮚの習い事のඛ生）が依頼会員と

して用していた様Ꮚを見ながら関ᚰをもつようになったというエࣆソードが⪺かれ、実際の様Ꮚを

間近で見ることは、提供会員になるための㞀ቨを取り㝖くことにつながる様Ꮚがうかがえた。また、

活動を通じて、提供会員やそのᐙ᪘が依頼会員のᏊどもとのࡩれあいをᴦしみ、ࡩれあいを通じた学

びが生じるほか、提供会員が自身のᏊ育てをり㏉るきっかけにもなっていた。 

依頼会員となったきっかけをお伺いすると、身近に頼れる預けඛなどがないなか会員登録を行った

というエࣆソードが⪺かれ、ᕪし㏕ったᏊ育て環境から登録を行っている様Ꮚがうかがえた。一方、

実際の用を通じて、提供会員が身近な♽∗ẕ௦わりとなり、Ꮚどもの特性に関する話を共᭷したり

仕事のᝎみを┦ㄯするなど、依頼会員にとって⢭⚄的な支えとなっているというኌが数多く⪺かれた。
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⥅⥆的な用のなかで、提供会員との関係性がᑡしずつ築かれていくことが分かる。 

 ୧方会員については、依頼会員であった⤒験から、預けるഃのẼ持ちをᐹした関わりを行っている

エࣆソードが⪺かれた。用するഃにも活動するഃにもなり得る୧方会員のᏑᅾは、ファミサポ事業

の「支え合い」の特徴を体現している。 

 ௨上のような会員の活動と会員間の関係構築の⫼ᬒには、アドバイザーによるきめ⣽やかなコーデ

ィネートがあった。いずれのセンターにおいても会員とのコミュニࢣーションを重要視し、会員と信

頼関係を構築しながら、提供会員と依頼会員の࣐ッチングをៅ重に行っている。このようなアドバイ

ザーのコーディネートがファミサポ事業を支えている様Ꮚがうかがえた。 
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Ⅱ 提供会員の確保が十分出来ているセンター

提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１） 提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

提供会員確保のために、花巻市全員の家庭に配られる市の広報で周知を行っている。また、ファミサポ会員

向けの会報紙の中でも、会員募集を必ず掲載している。子どもが小学校を卒業する依頼会員などに、今度は

預かる側になってもらえないかと、電話や手紙で一人ひとりにお願いしている。その中に「今までファミリー・サ

ポート・センターにお世話になったので、今度は預かる側として登録してもいい」と言う方がいらっしゃる。その

他にアドバイザーやサブリーダーが、「この方はもしかしたら会員になってくれるかもしれない」と思えば、一人

ひとりに声掛けしている。 

（２）工夫した点

来所が難しい場合には、アドバイザーが直接自宅に申込書を届けたり、登録の説明に行ったりするなど、対面

でコミュニケーションをとることを大事にしている。提供会員になる方のご自宅には、必ず訪問するようにしてい

る。また、習い事の依頼が多くなっているが、同じ習い事に通っている友達同士の会員であれば、両方会員と

して登録を変更していただき、習い事の送迎をすることを提案したことがある。 

（３）苦労した点

両方会員の登録希望はあるが、まだ自分の子どもが小さく安全確保に不安があると感じる方には、援助ができ

るようになってから協力していただければ大丈夫と説明。また、提供会員への登録を希望される方には、本事

業のねらいやあり方について、丁寧に説明をした。 

２ 確保を実現できたポイント

（１） 結果を出すために重要となったポイントについて

草の根的な、一対一のコミュニケーションが、もっとも登録に結び付いていると感じている。たとえば、まだ援助

会員になっていない方に、「こういう送迎の依頼があるのだが」という具体的な活動のイメージを提示して、援助

会員になってもらうなど、個人的な声掛けを大事にしている。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１） 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

会員の人数をただやみくもに増やすというのではなく、登録してくださった方に、うまく援助の依頼を結び付ける

ということが重要だと考えている。たとえば、援助会員として登録していただいても、地域的に援助依頼がなか

ったり、時間的に援助依頼と合わなかったりするとせっかく登録していただいた会員に申し訳ないため、どのよ

うにすれば援助活動に結びつけられるかを考えている。会員登録をしていただいたが、援助がないまま時間が

たってしまうと会員のモチベーションが下がってしまうと感じている。また、閉鎖的な場所での依頼が不安だとい

う依頼会員や援助会員もいらっしゃる。コロナの影響でまだ実現していないが、市のこどもセンター内など、公

の施設を利用して預かりを行っていただくなどの工夫を考えている。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１） 会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

一番は会員とのコミュニケーションである。お互いの信頼関係を築くことによって、スムーズな援助活動の調整

ができる。細かいことではあるが、いろいろな問題が出てくることがあったときに、会員とアドバイザーの信頼関

係があることによって、言いづらいことも言えたり、分かっていただいたりすることがすごく多い。例えば報告書

を出していただいたときも、ただそれを受け取るだけではなくて、日常的な会話をしながら、その会員の特性を

つかんだり、会員とのコミュニケーションをとるなどしている。 

１．センター名：はなまきファミリー・サポート・センター（岩手県花巻市） 

直営：花巻市 
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についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１） 関係ᶵ関との㐃ᦠについて

市保センター、保ᖌ、家庭┦ㄯ員、♫会⚟♴センター、⒪⫱センター、市の⚟♴関係㒊⨫、市の子ども

関係施設や学校、㣴⫱ᨭ援訪問事業のケース᳨ウ会などと㐃ᦠをとっている。ẕぶの心のや、ひとりぶ家

庭、ప所ᚓ⪅、㞀ᐖඣ⪅へのᨭ援など、行っている。 

（２）㐃ᦠのために工夫している点

市の直Ⴀということで、ファミサポ会員௨እのケースについても、センターの方から関わるᶵ会をᚓている。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１） 実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

ప所ᚓ⪅や㞀がいをᣢつ家庭に関しては、他ᶵ関と㐃ᦠし、ケース᳨ウ会㆟を行った。報ඹ᭷することでそ

のような家庭に対しても対ᛂすることができた。 

（２） 㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

㔠㖹問題は⚟♴ㄢがᢸᙜ、㞀がいに関しては㣴⫱センターのඛ⏕がᢸᙜということで、ᵝ䚻なᢸᙜ㒊⨫が力

を合わせてケース᳨ウ会㆟を㐍めてきた。 

ケース᳨ウ会㆟が⤊した後も、ᐃᮇ的にファミサポ利用の≧ἣをඹ᭷することもし、アフターフ䜷ローができ

ている。また、このようなケースの場合は、依頼会員から依頼がなくとも、「᭱㏆ᅔっていることはないか」など、ニ

ーズの᥀り㉳こしも行うようにしている。また、提供会員の話から、援助会員のᅔり感をお⪺きすることにつなが

ることもある。その㝿、提供会員と援助会員の間をとりもつように、アドバイザーが間にධっている。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１） ᅔ難事例に対して

（２） 配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）市の直Ⴀを⏕かし、関係ᶵ関と㐃ᦠを取りながら、アドバイザーだけではなく、いろいろなところと報を

ඹ᭷して、援助調整を行っていけているというところが、花巻市のᙉみである。また提供会員の人間性もすば

らしく、大変な援助活動に対しても、「ᴦしく援助活動をさせていただいています。」と言う会員が䜋とんど。アド

バイザーが会員のモチベーションをᘬきୖ䛢ているというよりも、提供会員の人や、「本ᙜに援助しているこ

とがᴦしいのよ。」と言ってくださる会員のẼᣢ䛱を、大事にしていかなければいけないと感じている。ཎᑥⅱ

↺ӕኵについて

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

習い事をさせている家庭からの送迎のニーズが増えているが、本当にファミサポの援助が必要な家庭

への支援ができているかどうか、考えることがある。習い事の送迎はファミサポで必要な支援なのか？

等、今後考えていく必要があるのではないか。 
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提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１） 提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

保⫱ᅬを２ᅬ㐠Ⴀする♫会⚟♴ἲ人が３ᖺ༙๓からጤクを受けている。同ἲ人では地域㈉⊩の一㈏として大

⏣子⫱てᨭ援センターもጤクを受けている。ጤクを受けたẁ㝵では会員が整⌮されており会員が༑数ྡ䜋ど

であったが、ጤク時には保⫱士の提供会員登録の䜋か、市内のㄆྍ保⫱ᅬ 㻝㻡 ᅬ䜋どにファミサポ事業の説

明をしたところ、ᅬ㛗㏥⫋⪅やその配അ⪅などの登録があり 㻝䡚㻞 ᖺ目に提供会員が増えた。その後はẸ⏕ጤ

員協㆟会や人とのつながりにより、ᖺ数ྡの提供会員登録がある。その䜋か、市の広報にᖺ 㻝 ᅇ活動⤂を

掲載、᭶ 㻝 ᅇ大⏣市子⫱て報というᢸᙜㄢがⓎ行する 㻭㻠・㻝 ᯛのリーフ䝺䝑トに掲載し、保⫱ᅬ、ᅗ書㤋、小

ඣ⛉などに配ᕸしている。 

（２）工夫した点

市内のㄆྍ保⫱ᅬに一⏕ᠱ声かけを行った。

（３） 苦労した点

特になし。 

２ 確保を実現できたポイント

（１） 結果を出すために重要となったポイントについて

保⫱ᅬを㐠Ⴀする♫会⚟♴ἲ人がጤクを受けており、センターの事ົ所が保⫱ᅬ内にあるという⎔ቃや保⫱

関係⪅の䝛䝑ト䝽ー䜽が活かされているという点がある。小さいま䛱であるため、人のつながりもᙉい。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１） 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

特ẁ事業ᣑ大のようなことは考えていないが、今後 㻝㻜 ᖺ䜋どの㛗ᮇ的な䝡ジョンを考えた㝿に、現ᅾの提供会

員が㧗㱋になり、その活動をᘬき⥅いでいけるかというᠱᛕはある。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１） 会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

保⫱ᅬの一ゅにධるセンターの事ົ所内に、かつて一時預かりとして用していた㒊ᒇがあり、提供会員の活

動を行うために利用している。大⏣市の中心㒊に位置し、利用会員もア䜽セスしやすい。同場所で活動を行う

㝿にはアドバイザーが関わるᶵ会を設け、提供会員に安心してもらえるようにしている。 

᪂つの利用の㝿にはアドバイザーが送迎や預かりを⤒㦂し、提供会員が援助活動を行う㝿のアドバイスにつな

䛢ている。 

についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１） 関係ᶵ関との㐃ᦠについて

ጤクを受けた㝿に、市内のㄆྍ保⫱ᅬにファミサポ事業を周知したため、保⫱ᅬでᅔっている保ㆤ⪅をぢた

ᅬのᅬ㛗がファミサポ事業の利用を⤂するケースが多くある。ファミサポ事業のᢸᙜㄢと⥥ᐦに確ㄆしながら

対ᛂしている。 

（２）㐃ᦠのために工夫している点

ファミサポ事業のᢸᙜㄢとの報告・㐃⤡・┦ㄯを丁寧に行っている。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１） 実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

ᙜึ小学⏕までを対㇟としていたが、自閉の子どもの預かりについて中学⏕まで利用したいという要望があ

った㝿、す䛠にᢸᙜㄢと┦ㄯを行い中学⏕まで利用できるようにした。保ᖌを通じて報が༑分にないまま

センターにつながるケースがある。

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

自閉の子どもの預かりには、㞀ᐖ⪅施設にめる提供会員のかたをできるだけ䝬䝑チン䜾したり配៖してい

㸰．センター名：ࡔ࠾࠾ファミリーサポートセンター（ᓥ᰿県⏣市） 

ጤク：♫会⚟♴ἲே⏣保⫱センター 
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る。ᅔ難をᢪえる家庭䜋ど家庭に❧䛱ධって䜋しくないと思われているため、あまり㋃み込まない付き合いがⰋ

いと考えている。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２）配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）ファミサポ事業を行いながら、家庭に❧䛱ධっていくというよりも、㊥㞳感をᅗりながら、ポイントをつか䜐と

いうことが大事であると感じる。 

ཎᑥⅱ↺ӕኵについて

子どもの対ᛂに័れている保⫱士の提供会員がいることはᙉみ。利用会員のなかには、保⫱士の㈨᱁をもっ

ている提供会員が安心感につながることがある。 

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

⏣ᕷのሙྜ、ಖ⫱ᅬを㐠Ⴀࡍる♫⚟♴ἲேがጤクをཷࢱࣥࢭ、ࡅーの事ົᡤࡶಖ⫱ᅬෆの୍ᐊにあ

るという⎔ቃがᜨࢀࡲているとឤࡌる。ጤクであࡗてࡶ、⾜ᨻがᡭᨺࡋで࠾㢪いࡍるというのではなく

㐃ᦠをྲྀることが必要であࡾ、බⓗᶵ㛵とのࡘながࡾが、ᥦ౪ဨがᏳᚰࡋてάືできることにࡘなが

ると考える。Ᏻ᫆な᳨ࢺࢵࢿ⣴でᏳ౯な୍㡸かࡾとࡋて⏝さࡼࢀうとࡍる⏝ဨࡶいるࡵࡓ、本

当に必要なேにᒆいているかということがẼになる。ᥦ౪ဨのࢸࣥࣛ࣎⢭⚄がࡘながる援助άື

を⾜ࡗていくということがポࡔࢺࣥとᛮう。 
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提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１）提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

ᮧ内のあら䜖る場所にチ䝷シの配付したことにຍえて、䝩ーム䝨ージでの広報、広報ㄅでの広報等を行った。

また、人づてに⤂依頼等を行った。 

（２） 工夫した点

小さい自体のᙉみを⏕かして、䝛䝑ト䝽ー䜽を㥑して、人を⤂していただいた。例えば、保⫱士㈨᱁が

ある方とか、子どもの預かり⤒㦂のある方等を、まず「いませんか䠛」ということでお話を⪺いたり、「いい人いま

せんか䠛 ᅔってるんです。ㄡか⤂してください」と、いろいろなところに行ってお願いをしてᅇった。 

 䝪䝷ン䝔䜱アᅋ体の会㆟だとかẸ⏕ጤ員さんの会㆟等にཧຍさせていただいて、「こういう事業だが、今こう

いった案௳の人が足らない」ということで、お願いをしてᅇったこともあった。実㝿のところは、広くお願いをする

とᛂがよくなくて、ᛂがあるのは個ูに対ᛂしたケースで、人づてに⤂されて来てくださる方の方が、実

㝿に対ᛂしていただいている。 

（３） 苦労した点

ᙜึ、チ䝷シを䝩ーム䝨ージや広報ㄅ、それから地域の㈞れる場所、スー䝟ー、学校、コン䝡ニ、公ඹ施設、

ᮧ内にある㝔、保⫱所、ᗂ⛶ᅬ、ඣ❺㤋、公ᅬの掲示ᯈ等、とにかくありとあら䜖るところに㈞らせていただ

いたが、実㝿のところ、紙ベースではなかなかᛂがなくて、苦ᡓをしたところはある。今は本ᙜに᭱小㝈の場

所にしか㈞っていない≧ែである。 

２ 確保を実現できたポイント

（１） 結果を出すために重要となったポイントについて

一⯡の方は、どうしても子どもを預かるにあたって不安がすごく大きいので、安心して活動してもらうために、

不安を⪺きつつ、具体的なニーズ、例えばኤ方の送迎の事だとか、それから保⫱所が⤊わった後の、おẕ

さんがᖐるまでの時間をおう䛱でぢていて䜋しいとか、具体的なᙧでおఏえしたりした。また、不安であれば、

その不安な≧ἣをᴟ力ゎᾘするために、実㝿に他の方がやってもらっているのをぢていただいたりとか、ᨭ援

センターの方に来ていただいてお子さんた䛱とゐれ合う時間を多くసったりさせていただいて、ᛴに↓⌮な

事をお願いしないようなᙧにしている。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１） 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

今、活動している提供会員の方た䛱に、とにかく⑂ᘢしないで㛗く⥆けてもらえるように、よくほᐹをしてୖ手

に調整をしていきたいなと考えている。また、提供会員の㧗㱋だったりとか、ⱝい提供会員はまとまった事

の方にⓙさん⛣っていってしまうので、᪂つの人ᮦ確保は今後も⥅⥆していかなければならないと思うが、「ᴦ

しく、やりがいのある事ですよ」ということを今後も 㻼㻾 をᙉしていきたい。地域の多ᵝな人ᮦを、子⫱てに

㝈らず、ᅜ㝿ὶやㄞみ⪺かせ等、それ䛮れのᙉみを⏕かしていただけるような事だということを、ᙉく 㻼㻾

をして、うまく人ᮦを⏕かしていけるような場でありたいと思っている。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１） 会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

コロナ๓までは、子⫱てᨭ援センターの⏬を手ఏってもらいながら提供会員に集まってもらいὶのᶵ会

をసっていた。例えば、ኟ⚍りの‽ഛ等を通しながらὶをしてもらい、なおかつ利用してもらうようなおẕさん

た䛱（依頼会員）にも接していただいて、利用のための 㻼㻾 にさせていただいている。 

ࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１）関係ᶵ関との㐃ᦠについて

センターが行ᨻ直Ⴀでᗣ増㐍ㄢに所ᒓしている。ᗣ増㐍ㄢには保センターも所⟶しており、センター

とのつながりがᐦになっている。 

㸱．センター名：⨾ᾆᮧファミリー・サポート・センター（Ⲉᇛ県⨾ᾆᮧ） 

直営：⨾ᾆᮧᗣቑ㐍ㄢ 
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（２）㐃ᦠのために工夫している点

同じㄢに所ᒓしているので、常に報ඹ᭷をしたりとか、お互いの事業のᨭ援をし合ったり、行き来があり、

子どもた䛱の報をᐦにさせてもらっている。子⫱てᨭ援センターが子⫱て広場の他に、ファミリー・サポート、

利用⪅ᨭ援事業を実施しているので、┦互にᐦに㐃ᦠしている。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１）実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

㞀がいがあるお子さんで、多動でとても動きが⃭しいお子さんだったので、どういったែໃを取ったらこの

お子さんに対ᛂができるか㠀常で関わっていただいている⮫ᗋ心⌮士（公ㄆ心⌮士でもある）のඛ⏕に┦

ㄯをして、㞀ᐖのあるお子さんに関してᢸᙜができそうな方で集まってຮᙉ会をさせていただいた。その中で、

「できる⠊ᅖで↓⌮なくやりまし䜗う」ということになりᑡしずつ子⫱てᨭ援センター内で安全を確保しながらやら

せていただいたことがあった。 

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

それ䜋ど大きなᙧで会合を㛤くわけではないのだが、」数の提供会員が活動していく中で、㐺ᐅ、⮫ᗋ心

⌮士（公ㄆ心⌮士でもある）ඛ⏕に┦ㄯできるタイミン䜾で集まっていた。提供会員とアドバイザーの 㻡 人䛠ら

いで集まってᡴ䛱合わせをするようなᙧで、「ఱ度か実㝿に預かってみたが、こういう問題点があった」というこ

とで、改善を重ねていったことがⰋかったと思う。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２） 配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）行ᨻ直Ⴀのセンターであり、保センターや子⫱てᨭ援センター等が同じ組⧊内にあることを活かして、

対ᛂできることが多くあると感じている。 

４ 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと

なし 

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

᪤Ꮡのಖ⫱のタ、ᗂ⛶ᅬ、ಖ⫱ᡤではᑐᛂࡋきࢀないࡼうなニーズにᑐᛂできているというとこࢁ

で、きࡵ⣽ࡸかなᑐᛂができる、ᆅᇦのㄢ㢟ゎỴができるࡶのࡔとᛮࡗている。ファミサポを⏝ࡍるこ

とにࡗࡼて、࠾ẕさࡕࡓࢇにవ⿱ができ、Ꮚどࡕࡓࡶにవ⿱のあるᑐᛂができࡾࡓ、ぶᏊ㛵ಀがうࡲくい

 。ているࡗているがあるとᛮࡗ
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提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１） 提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

ᐃᮇ的にዪ性労ാ協会で示されるㅮ習会を実施することで、提供会員を増やしている。他市⏫と㐃ᦠし、ᕝ

ಛ⏫で 㻞㻠 時間ㅮ習を‶たせない㝿は本ᯇ市や本ᐑ市のㅮ習会にཧຍしてもらい、ྍ⬟な㝈りそのᖺ度内

で受ㅮをಟしてもらえるようにしている。フ䜷ローを行い確実に᭱後までಟしてもらえるようにしている。他

市⏫のㅮ習会報はその㒔度送ってもらえるようにしている。また、ㅮ習会の↔点を特に 㻡㻙㻢 ṓのお子さんを

もつẕぶが受けられるような時間ᖏ（お子さんがᗂ⛶ᅬの時間ᖏ）に㛤ദするようにしている。お子さんがᗂ⛶

ᅬから小学校に通うようになった㝿に、時間が✵き提供会員を行ってもらえることがある。 

（２） 工夫した点

ㅮ習会は、⏫のᑓ㛛⫋（ᗂ⛶ᅬᩍㅍ、保⫱士、ᰤ㣴士、保ᖌ、子⫱てᨭ援ㄢなど）にもㅮᖌを依頼している。 

（３） 苦労した点

⥭ᛴサポート䝛䝑ト䝽ー䜽の事業から㛤ጞしたため、そのᙜ時からの提供会員の㧗㱋や、提供会員のう䛱

✌ാ⋡は３分の１䛠らいであるというㄢ題はあるが、ㅮ習会の㛤ദ方ἲを工夫しⱝい世௦の提供会員を増やし

ている。 

ㅮ習会をಟ⪅のう䛱、実㝿に提供会員に登録し活動を行える人は２䛠らいであるため、関心をもってಟ

されたಟ⪅へのാきかけがㄢ題になっている。 

２ 確保を実現できたポイント

（１） 結果を出すために重要となったポイントについて

ⱝい世௦の提供会員がㅮ習会を受けやすくするため、お子さんのクඣを↓ᩱで実施している。ㅮ習会を受

ㅮするという㑅ᢥ⫥が広がっているように感じる。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１） 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

提供会員からのཱྀコミによるおㄏいがຠ果が㧗いことを実感している。ㅮ習会の内容などを⌮ゎしたうえで

声かけいただけるため、ཱྀコミで来られるかたは大ษにしたい。 

利用会員と提供会員のὶをᅗるために「ファミサポひろば」というὶ会を行い、㣰つき大会やὶしそうめん

などの体㦂を提供している。このようなὶも大ษにしたい。 

センターの事ົ所がධるᘓ≀内の䜋か、「ᕝಛ⏫子どものᒇ内㐠動場」内にある「ファミサポのへや」での預か

りを実施しており、公ඹス䝨ースでの預かりはニーズが㧗いと感じる。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１） 会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

アドバイザーは利用会員と提供会員を結びつけるᙺ目として大ษであると考えている。 

活動๓の䝽ンコー䝹を大ษにしている。提供会員は、家を出る๓など活動にධる㝿に必ず事ົ所に䝽ンコー䝹

を行うことにしている。䝽ンコー䝹を受けた事ົ所も、お願いしますというẼᣢ䛱で対ᛂする。活動を⤊えた㝿に

も、⤊わりましたという㐃⤡をᦠᖏ電話を利用して行うことで、提供会員とアドバイザーのつながりを感じられると

思っている。 

「㻟㻢㻡 日対ᛂ」をモ䝑トーとして掲䛢ている。１ྎのᦠᖏ電話をアドバイザー２ྡ、⌮事㛗、⌮事㛗、ᙺ員の䠑人

で、常にㄡかが対ᛂできるようにしている。 

についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１） 関係ᶵ関との㐃ᦠについて

㞀がいඣの預かりに関しては、䝕イサー䝡スなどの指ᑟ員と話し合いを行い、Ẽを付ける必要があることにつ

いて助言をいただいている。 

㸲．センター名：ᕝಛ⏫ファミリー・サポート・センター（⚟ᓥ県ᕝಛ⏫） 

⿵ຓ：132 ἲேࢥミࣗࡅࡓࡤࡷࡕࢸࢽ 
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（２）㐃ᦠのために工夫している点

グ載なし 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１）実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

（１）（２）ᨭ援学校に通学しているお子さんの送迎援助を㛗ᮇ間実施した。㧗校にධってからはᨭ援学校のバ

ス通学になったが、付きῧうᙧで援助を⥅⥆している。 

Ⓨ達㞀ᐖをᢪえるお子さんの預かりについては、័れるまでの間、提供会員とアドバイザーの人体ไで

対ᛂを行った。㛗時間になる預かりの場合には、๓༙と後༙をูの提供会員に依頼するなどして、一人の提

供会員に㈇ᢸが೫らないようにしている。このような預かりの場合には、保ㆤ⪅をྵめた話し合いを常に行い、

≧ἣをᢕᥱしながら提供会員௵せにならないように対ᛂしている。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２）配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）ファミサポ事業にとって、おẕさんのᨭ援が大ษであると考えている、これまで事ᨾ等は⏕じていない

が、ᅔ難な事例の⛬度によっては、事業のጤクඖである子⫱てᨭ援ㄢなどの行ᨻに┦ㄯしながら㐍める必要

があると思っている。 

ཎᑥⅱ↺ӕኵについて

小さな⏫でⓎᒎしてきた 㻺㻼㻻 ἲ人が、他の事業とあわせてファミサポのጤクを受けている。地域のいろいろな

ᅔったということに対ᛂして活動が広がってきた。地域の子⫱て家庭が頼れるඛとして㈗重なᏑᅾになっている。 

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

いࢁいࢁなᙧでの㡸かࡾが増えてࡾ࠾、᭱㏆は▷㛫のࡻࡕࠕい㡸かࠖࡾのࡼうなᙧࡶከくなࡗてい

る。132、ࡓࡲ ἲேでは、Ꮚ⫱て支援サポーࢱーのὴ㐵事ᴗࡸ㧗㱋⪅支援ࡗ⾜ࡶてࣛࢣࢢࣥࣖ、ࡾ࠾ー

の家庭へのᑐᛂなどファミサポのᯟにとどࡲらないໟᣓⓗなニーズへのᑐᛂの必要ᛶをឤࡌる。ファミ

サポとのࡳࡍศࡅは⾜ࡗているが、ファミサポをྲྀࡾᕳく♫ໃのኚࡶឤࡌている。 

  

― 149 ―



提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１）提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

本事業௨๓に、㻺㻼㻻 ἲ人ඖẼな௰間が㐠Ⴀする⏕活ᨭ援᭷ൾ䝪䝷ン䝔䜱ア「たすけあい㧗ᓥ」の活動が

あり、そこにあった預かりᨭ援がᢤき出された特Ṧなᙧែで、たすけあい㧗ᓥの会員も力をⓎしてくれてい

る。よって、たすけあい㧗ᓥの会員で、ファミサポ事業の具体的な依頼をご説明してファミサポ事業の会員に

⛣行してくださる方がいる。㻺㻼㻻 とファミサポ事業の両方の会員になって、⮫ᶵᛂ変にサポートしてくださる

方もいる。 

（２）工夫した点

ファミサポ事ົᒁのある 㻺㻼㻻 のᣐ点で「㻼㻸㼁㻿♥㻴㻻㻹㻱」という会員ὶ会をවねた取り組みを実施してい

る。それは、実家のようなᒃ心地のいい✵間をసって、そこに子⫱て中の方はどんどん子どもを㐃れて㐟び

に来てもらう取り組み。䝽ー䜽ショ䝑䝥やㅮᗙと、会員ὶ会を合体して行っている。たすけあい㧗ᓥの活動

は、ごᖺ配の方から一⯡の現ᙺの䝬䝬世௦の方まで一⥴に一つの✵間にいて、みんなᣢ䛱つᣢたれつで

助け合うという考えで実㊶している中に、たまたま子⫱てᨭ援はファミサポとして特されているᵓ㐀だ。ファ

ミサポと 㻺㻼㻻「たすけあい㧗ᓥ」の活動の全体として、子⫱てだけではなく、㧗㱋でᅔっている方も、みんな

で「㡰⧞りでᨭえ合う」という⌮ᛕをᇶ┙としている。 

・スタン䝥䜹ードをసっていて、䠕㡯目 㻞㻠 時間⤊するまで、ཧຍしたらスタン䝥をᢲし、達ᡂ感をぢえるし

ている。ㅮᗙのసり方も工夫していて、例えば「安全」の㡯目といっても、リス䜽䝬䝛ジメントのほ点で考える

と、例えばチ䝱イ䝹ドシートのㅮᗙ、心⫵⸽⏕のㅮᗙ、䝠䝲リ・䝝䝑トのㅮᗙ、㜵⅏のㅮᗙなど、たくさん‽ഛ

しているので、受ㅮ⪅も⯆をもってཧຍしてくれている。 

２ 確保を実現できたポイント

（１）結果を出すために重要となったポイントについて

・㻵㼚㼟㼠㼍㼓㼞㼍㼙 や 㼀㼣㼕㼠㼠㼑㼞 などの 㻿㻺㻿 での報提供等も、提供会員確保のᡂຌにつながっている。公ᘧ 㻸㻵㻺㻱

で、ㅮᗙの広報などを行っている。㻿㻺㻿でイン䝟䜽トのある䜻䝱䝑チコ䝢ー（例えば「ご㣤⏨子を⫱てる」など）

のㅮᗙチ䝷シを送るດ力もしている。ときにはダイ䝺䜽トに 㻸㻵㻺㻱 で、ཧຍして䜋しい会員にㅮᗙのお知らせ

の㐃⤡をධれることもある。 

・ㅮᗙを䠒㐌間㐃⥆で実施すると、㒔合がつかない場合があるので、１ᅇ１ᅇのㅮᗙを個性的でᴦしい内容

に工夫し、㐃⥆でなくとも、⯆をもってཧຍしてくれる人が増え、結果的に受ㅮ⋡ୖ᪼につながっている。 

・提供会員のᖺ㱋ᒙによっても、受け取り方は㐪っていて、㻡㻜 ௦、㻢㻜 ௦、㻣㻜 ௦の方は電話でㄏった方がຠ

果的だが、㻞㻜 ௦、㻟㻜 ௦のⱝい方は、㻿㻺㻿 でイン䝟䜽トのある䝡ジュア䝹でᘬ付けるチ䝷シでⓎ信するとᛂ

がⰋい。アドバイザーが、䝕ザイン業⏺出㌟であり、ㅮᗙなどの募集のⓎ信の方が、受け手のことをよく

考えており、工夫‶載である。 

・くるくる市といって子ども用ရをリ䝴ースするイベントにཧຍして、ファミサポ事業をㄆ知してもらい、会員とな

る方も増えている。 

・㻺㻼㻻 のᣐ点で預かり場所を提供するようになったおか䛢で、提供会員が自分の家を∦付けなくても、す䛠

に預かりをすることができるようになり、活動につながりやすくなった。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１）今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

ୖグで㏙䜉た、㻿㻺㻿ができる方とできない方、それ䛮れに向けた広報の工夫を⥅⥆していきたい。公ᘧ㻸㻵㻺㻱

もフリーだったのが来ᖺで᭷ᩱになる㒊分もあるらしく、そのぢ直しもどうするか考えたい。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１）会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

「確保をできたポイント」で㏙䜉たことと同じであるが、「大家᪘」のイメージで実㊶を行っている。提供会員も、

依頼会員も、サー䝡スの提供⪅、受┈⪅というよりも、「㡰⧞りでᨭえあう」大家᪘として௰Ⰻくやっていきたいと

いうẼᣢ䛱がᙉい。その大家᪘の㍯の中に、アドバイザーや、事ົᒁがある、というイメージがある。ㅮᗙのㅮ

㸳．センター名：㧗ᓥ市ファミリーサポートセンター࠶ࡅࡍࡓい㧗ᓥ（㈡県㧗ᓥ市） 

⿵ຓ：132 ἲேඖẼな௰㛫 
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ᖌ（┳ㆤᖌ）の方も、わが子を㐃れてきて、ご自分のお子さんのⓎ⇕体㦂やẼの時のฎ置の事などᅔったこ

とやኻᩋㄯもおẕさん目⥺でリア䝹にお話してくださった。⡿⢊の䝟ンのㅮᖌは、䝟ンを↝きながら、ア䝺䝹䜼

ー対ᛂの話をしてくださる。このような㣗䜉る⣔のㅮᗙは大人Ẽである。ㅮᖌの子どものᵝ子も かくぢᏲりあ

いながら、ファミサポに関わる人す䜉てが、ᨭえあう関係づくりを大事にしている。 

についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１）関係ᶵ関との㐃ᦠについて

ᅔ難なケースは、ᇶ本的に、行ᨻからの⤂で来れられるので、あら䜖る㒊⨫と㐃ᦠをとっている。そのព

で、行ᨻからも信頼をᚓている。ᅔ難なケースが、自分から、ファミサポ利用に来ることはあまりない。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１）実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

⏕活保ㆤ世ᖏの方で、地方なので㌴がないと保⫱ᅬに送迎できないため、༙ᖺ䜋ど送迎などのᨭ援を⥅

⥆した事例がある。ẖ日のことなので、提供会員をఱ人もお願いして、チ䝱イ䝹ドシートを、くるくる市で調達し

た分と、会員さんにびかけして用させてもらった分で䠑個䛠らい確保し、提供会員に㈚し出して、ᨭえてい

った。他にも、ひとりぶで、」数のᖺ子をᢪえて、さらに出⏘という時に、提供会員でᨭえた事例もある。さらに、

ぶが⢭⚄的に不安ᐃで、♽∗ẕ宅にも預けられず、学❺もえないᖺ㱋の小学⏕を、ファミサポ事ົ所で預

かっていた時ᮇもあった。⤒῭的にᅔ難な家庭は、行ᨻからの補助がある。提供会員は、依頼会員の個人

報は知らないでも、「ᅔったケースに対してみんなで助けるのがᙜたり๓」というẼᣢ䛱で、ᨭえてくれる。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２）配៖が必要な家庭に対して

ᇶ本的に、「ᅔっていること」について、ᇉ根はないので、ྍ⬟な㝈り、す䜉てをᨭえようと思っている。ㅖ事

を⪺いていなくても「そんなのᅔっているなら、行ってあ䛢たらいい」という感じでやってくださる会員の方が

多い。ただ、個人報のඹ᭷はできないので、ᨭ援をしていて、だんだんと≧ἣがわかってきて、ඛに⪺いて

おけばよかった、ということがある。≧ἣによっては、重いケースについては、アドバイザーや事ົᒁメンバー

だけで、対ᛂすることもある。 

４ 特Ⰽある取組についてཎ

（１）（２）・㧗ᓥ市は、子どもがᑡない地域なので、活動௳数もᑡないし、䜋かのᅋ体とẚ㍑すると、వ⿱があ

るのだろうとは思う。提供会員同士も、㒊活動のようなイメージで、「ḟは䜽䝷フトのㅮᗙをしよう」など、┦互にか

かわりあって、ᴦしんでくれている。 

・ᅔ難ケースであればある䜋ど、䝬䝑チン䜾についてᝎ䜐。しかし、提供会員は、子⫱て⤒㦂⪅が多く、アド

バイザーが思う௨ୖに、度㔞の大きい人が多く、関係を῝めていってくださる。アドバイザーの方がᩍえら

れることが多い。ᑥⅱ↺ӕኵについて

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

ファミサポࡅࡔで、ᆅᇦのᅔࡈࡾとがゎỴࡍるࡅࢃではない。ࡅࡍࡓあい㧗ᓥの⏕ά支援ࡸ、あるいは

いࢁいࢁなᆅᇦのᅋయと୍⥴に、ࢺーࣝࢱに支えていく必要がある。いࢁいࢁな㒊⨫ࡸᶵ㛵、ᅋయࡸேࠎ

と㐃ᦠࡋて、ᆅᇦయで支えあうᵓ㐀をసࡗていきࡓいとᛮࡗている。ᅔ㞴なࢣーࢫになࡤࢀなるど、

ಶேሗのඹ᭷があࡶ、ࡤࢀうᑡࡋᑀに支援ができࡓのにとᛮうࡶあࡤࢀ、୍⯡ᕷẸにಶேሗを

ඹ᭷できないというࡶ࣐ࣥࣞࢪある。このⅬは、ㄢ㢟ࡔとឤࡌる。ࠕᅔࡗていることࠖにࡘいては、なࢇ

でࡶ助ࡓࡅいが、助ࡅることが本当にぶᏊのࡵࡓになるのか、あるいは、ࢇࡑなことは考えࡎに、᭩㢮が

ことがあࡴいのか、この୧ᴟでᝎࡼࡤࢀࡅ⥆支援をࡶてࡗにならないとᛮࡵࡓているので、ぶᏊのࡗᩚ

る。 
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提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１）提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

（２）工夫した点

・᪂ᐟ༊の広報にᖺ 㻟 ᅇ、利用会員の登録説明会、提供会員のㅮ習会を一⥴に掲載している。 

・༊および⏫会の掲示ᯈへのチ䝷シ掲示の䜋か、༊施設に所⟶ㄢを通じてチ䝷シを掲示している。」数の掲

示ᯈで⧞り㏉し目にするということは大ษであり、ຠ果があるように思う。 

・༊内 㻝㻜 ブロ䝑䜽の⏫会㐃合会の会合に、♫協の地༊ᢸᙜ⫋員とともにアドバイザーがཧຍし周知している。

時ᮇは提供会員ㅮ習๓の 㻡 ᭶である。⏫会㐃合会の側から♫協との㐃ᦠᙉをびかけられ、♫協の地

༊ᢸᙜ⫋員がẖ᭶の会合にཧຍするようになった。このᶵ会を利用している。 

・༊内 㻢 か所にある♫協の䝪䝷ン䝔䜱アコーナー⫋員にファミサポの説明を行い、コーナーに来所する䝪䝷ン

䝔䜱ア希望⪅にファミサポ活動を⤂している。⫋員が直接話をすることで人もᢕᥱしたうえで活動を⤂

するため、ຠ果があると感じる。 

（３）苦労した点

⏫会の掲示ᯈへのチ䝷シ掲示はとてもⰋい 㻼㻾 になるが、⏫会ごとに掲示ᯈ数が␗なっていたり、⏫会㐃合

会の会合が㠀㛤ദの場合には⏫会㛗ᐄに送付するなどの手⥆きが必要でありస業㔞が多い。 

２ 確保を実現できたポイント

（１）結果を出すために重要となったポイントについて

・✌ാ⋡のୖ᪼について、提供会員の᥀り㉳こしが影響していると考えられる。 

ㅮ習会ಟ後の活動につながっていない方や、活動をఇṆしている提供会員に対して、現≧確ㄆの電話

を行ってきた。時ᢡ電話をすることはຠ果があると感じる。アドバイザーが௦わっていることもおఏえできると

ともに、提供会員との㊥㞳が㏆くなるように思う。また、ஂし䜆りに活動を行う提供会員に対しては、ᕪしᨭ

えなければ事๓ᡴ䛱合わせに❧䛱会わせて䜋しいという声掛けもしている。提供会員にそのような声掛け

は႐んでいただけており、✌ാ⋡のୖ᪼につながっているかもしれない。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１）今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

・༊内で提供会員のᑡない地域があるため、そのような地域で提供会員が確保できるようにしたい。 

・㐣ཤ 㻞 ᖺ間行えていなかった現ἣ確ㄆの用紙を提供会員に配ᕸし、᪂たに活動できる≧ἣや日䚻の活動

で感じる不安など、提供会員のいをỮみ取っていけるようにしたい。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１）会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

ẖ᭶の報告書を送付いただく㝿、一➹⟢の手紙を同ᑒいただくことがあり、中には不安やいをグධされ

ていることがある。そのような場合、提供会員にす䛠に電話をし、直接話すようにしている。提供会員の不安

をゎᾘしたり、依頼会員にఏえづらいことがあれば、アドバイザーからఏえたり、とᶫΏしすることを心がけ

ている。 

提供会員向けのス䝔䝑䝥ア䝑䝥◊ಟの㝿に、㞧ㄯなどのなかでいをおఛいすることも行っている。 

事๓ᡴ䛱合わせの㝿には、᪂しい提供会員はも䛱ろんのこと、ベ䝔䝷ンの提供会員でも難しい依頼の場合

には❧䛱会うようにしている。ベ䝔䝷ンの提供会員であっても、ᵝ子をお互いに確ㄆするᶵ会は大ษである

と感じる。 

についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１）関係ᶵ関との㐃ᦠについて

保センター、子ども家庭ᨭ援センター、ඣ❺┦ㄯ所などと㐃ᦠを取っている。 

༊内 㻡 か所に子ども家庭ᨭ援センターがあり、依頼会員の登録説明会の会場としても用している。その

㸴．センター名：᪂ᐟ༊ファミリー・サポート・センター（ᮾி㒔᪂ᐟ༊） 

ጤク：♫会⚟♴ἲே᪂ᐟ༊♫会⚟♴༠㆟会 
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ため、⫋員と㢦のぢえる関係になっておりファミサポの利用について┦ㄯを受けることもある。子ども家庭ᨭ

援センターからさま䛦まな依頼の┦ㄯが来ることが多い。 

（２）㐃ᦠのために工夫している点

ファミサポ事業のᢸᙜㄢとの報告・㐃⤡・┦ㄯを丁寧に行っている。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１）実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

➨一子（自閉ഴ向）と➨子（⫵ᶵ⬟㞀ᐖ）の家庭で、➨一子の⒪⫱時に➨子の一時預かりを行うという

事例があった。∗ぶの協力がᚓられず、⩏ẕの訪問はあるもののẕぶを㈐めるഴ向にあり、スト䝺スを感じ

ている≧ἣであった。保ᖌと一⥴に依頼会員の登録にఛい、提供会員を᥈したところ、保⫱士の㈨᱁を

᭷し≧ἣに⌮ゎのある提供会員がぢつかり、安心した活動が行われた事例がある。

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

➨一子がⓎ達ᨭ援センターを利用しており、同センターとファミサポも῝く関わりがあるため、報ඹ᭷をし

ながら㐍められたことの䜋か、依頼会員と提供会員の信頼関係が᪩ᮇのẁ㝵で築かれたことが大きかった

と感じる。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２）配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）ス䝔䝑䝥ア䝑䝥◊ಟにおいて、特性のあるお子さんの関わりに関するㅮᗙを取りධれている。Ⓨ達

ᨭ援センターの⫋員がㅮᖌだが、特性の話だけではなくྡでᣓるのではなく一人一人をぢることの大ษ

さも話されるため、提供会員はそのような⌮ゎをされているのではないかと感じる。 

提供会員は特に感じていなかったが、依頼会員が子どもの特性についてᝎんでおり、周りの່めもあり

ᨭ援学⣭に⛣ったが子どもも依頼会員も⣡ᚓしていないという┦ㄯを提供会員に行ったという䜶䝢䝋ードが

ス䝔䝑䝥ア䝑䝥◊ಟでඹ᭷された。そのようなモ䝲モ䝲としたẼᣢ䛱を受けṆめᐤりῧうことができるのが、

ᑓ㛛⫋ではないファミサポの提供会員のព⩏であるとㅮᖌがコメントをされた。ファミサポのᙺを言い⾲

しているように思う。ཎⅱ↺ӕኵについて

ཎᑥⅱ↺ӕኵについて

 いてࡘーに࢛ࣟのάືの㝿のフࡾࡪࡋஂی

άືに㸱、㸲ᖺのࢡࣥࣛࣈが㛤いてࡓࡗࡲࡋሙྜには、᪂ࡋい⏝のᡭᘬきを࠾Ώࡋࡋ、ಶูにㄝ᫂

らえるࡶてࡋい、↓⌮なくάືを㛤ྜࡕ❧ࡶせにࢃྜࡕる。事๓ᡴࡍーを࢛ࣟながらάືのフࡋ

 。ているࡋうにࡼ

 いてࡘにࡾࢃᏛ⏕の㛵ی

ẕぶがᥦ౪ဨを⾜ࡗてࡑ、ࡾ࠾のፉさࡸࢇᜥᏊさࢇがᏛ⏕の㝿にᥦ౪ဨとࡋてάືさࢀる

がある。ࡋࡔࡓ、Ꮫ⏕のሙྜにはάືᮇ㛫が㝈らࢀてࡲࡋう。 

 いてࡘ㒔ᚰ㒊のᥦ౪ဨのᵝᏊにی

子⫱てが一ẁⴠした 㻠㻜 ṓ௦後༙から 㻡㻜 ṓ௦の登録が多い。㧗㱋⪅の希望も多く、♫協が㐠Ⴀする䝪䝷ン

䝔䜱アセンターを通じて 㻣㻜 ṓ௦後༙から 㻤㻜 ṓ௦の希望もあるが、䝪䝷ン䝔䜱アセンターの⫋員がファミサポと

はูの䝪䝷ン䝔䜱アにつな䛠ᙧで対ᛂしている。活動内容では保⫱所への送迎や一時預かりが中心だが、

పᖺ㱋の子どもの習い事への送迎（ⱥㄒやインターナショナ䝹関係）が増ຍしている。また、⫱ఇが整ഛされ

ていながらも事の㒔合で取ᚓできないというかたに対するサポートも多い。 

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

ᆅᇦのなかでの┦援助άືというとこࢁをษに、ఏえていきࡓいと考えている。Ⓩ㘓にはᏳ౯な

をᑀにఏࢁうではないというとこࡑ、ࡵࡓるࢀら࠾ࡶる᪉ࢀーであるというㄆ㆑で᮶らࢱࢵࢩーࣅ࣋

えるࡼうにࡋている。ファミサポあࡾきで習い事をጞࡵらࢀる౫㢗ဨには、あくࡲでࡶファミサポは

家庭のできない㒊ศを⿵ࡍるࡶのであるというⅬをఏえていかなࡤࢀࡅならないとឤࡌる。 

ᥦ౪ဨがᐇឤをࡗࡶてάືࡋていࡅࡔࡓるࡼうに、ᥦ౪ဨのẼᣢࡕにᐤࡾῧい、┦援助άືで

あるというⅬをษにࡓࡋい。ࢼࣟࢥ⚝に࠾いて⣬㠃ὶを┠ⓗとࢣࣥࡓࡋーࢺを⾜ࡓࡗとこࢁ、ᆅ

ᇦのなかでဨྠኈがࡘながࡾ、ᥦ౪ဨとᆅᇦの♽∗ẕのࡼうなಙ㢗㛵ಀが⠏かࢀているࡸ、༞ᅬ࣭

㌿ᒃ後ࡶ⥆いている㛵ಀᛶがあることがศかࡑ。ࡓࡗのࡼうなάືをࡓࡋࡊࡵいࡋ、ఏえていきࡓい。 
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